
the concept of jam design.

ジャム・デザインの考え方



こん にち は 、 ジャム・ デ ザ イン で す 。

はじ めましての ご 挨 拶 で お 渡 しする 名 刺 は 、

似 顔 絵 と 一 言 メッセ ー ジを

それ ぞ れ が 選 んだ 一 色 で 印 刷 してい ます 。

メンバ ー の 一 人 ひとり が オリジ ナ ル 。

そん な 会 社 で す 。

十人十色　カラフルな個性



「 デ ザインってセンスでしょ？」

そんなことありません 。

デ ザインも企 画もコピーもコー ディングも、

ひとまず 考 える 。

この 課 題 を 解 決 する一 番 い い 方 法 はどれな の か 。

これまで培ってきた知 識 や経 験と新しい 情 報を

総 動員して 考 えます 。

デ ザインとは 「 見 た目 」 で はなくて、

問 題 解 決 の 方 法 です。

まずは考える



分 かりやすい から、 ラクだ から、

といって同じものを 売 ることは ありま せん 。

すべ て が オー ダ ーメイド が 基 本 。

だって、 お 客さまによってお 悩 みはそれ ぞ れですから。

お 客さまに 寄り添って、 根 気 強く伴 走していきます。

お客さまに寄り添う



33年前にうまれたデザイン事務所

1 9 9 0 年 にグラフィックデ ザイン 事 務 所として

ジャム・デ ザ イン は 誕 生 しました 。

阪 神・淡 路 大 震 災 のときも

紙 から W E B にメジャーが 移り変 わるときも、

社 会 や環 境 に 大きな 変 化 が 訪 れようとも

「 デ ザイン 」 というキーワードはそのままに 、

いろいろな 波 を 乗り越 えてきました 。

きょうも 元 気 に やってい ます 。



ジャム・デ ザインの 「ジャム 」 は 「ジャム  セッション 」 が 由 来

（ いちごジャムじゃな いんです）。

ジャズプレイヤーたちが 即 興 で 演 奏 することです。

個 性 豊 かなメンバ ーが、 その 時 その 場 所 に 合った 音 楽を 奏 で ることで 、

よりよいグル ー ヴ が 生 まれます。

デ ザインもコードもコピーも、ツールは違えど

ピッタリはまったときの 相 乗 効 果 は 最 高 です。

ジャム？ J a m ? じゃむ？



お 客さまの 話 を 聞 い て、

想 像 を 膨らませて形 つくることの 「 楽 しさ」。

期 待 以 上 だと喜 ば れ たとき感 じる 「 やりが い 」。

この２つ は 表 現 者 の 醍 醐 味 です。

その 感 覚 に たどり着くた め に 鍛 錬 はかかせません 。

インプットとアウトプットを 繰り返 しな がら

もっとい いご 提 案 が できるよう進 んで いきます。

好きこそものの上手なれ



f r om　KOB E 神 戸 は 古 いものを 大 切 にしな がら

新 しいものを 取り入 れる、

独 自の 文 化 の ある街 。

ジャム・デ ザインの 風 土 は 、

それ にちょっと似 ています。

流 行 はおさえるけ れど 時 代 に 流され ず 、

普 遍 的 な良 いものを 生 み 出したい 。

より洗 練され た デ ザインをお 届 けしたい 。

この 空 気 の な かで 磨 かれるアイデ ア が 、

お 客さまに 喜 んで い ただ けるように 。

これ からも神 戸 で 発 信 していきます。
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